
シリーズ　今、気づき、じんけん

共に生きる 13
ペ
ッ
ト
も
避
難
で
パ
ニ
ッ
ク
に

　

災
害
な
ど
で
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
避
難

す
る
と
、
ペ
ッ
ト
も
突
然
の
避
難
に
パ

ニ
ッ
ク
と
な
り
、
い
つ
も
と
は
違
う
行

動
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か

ら
し
つ
け
や
ケ
ー
ジ
に
入
る
訓
練
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
健
康
管
理
、
ペ
ッ

ト
の
た
め
の
避
難
用
品
の
準
備
が
重
要

で
す
。
ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
ら
な
い
よ

　

オ
ル
レ
と
は
、「
家
に
続
く
小
道
」

と
い
う
意
味
で
、
韓
国
・
済チ

ェ
ジ
ュ州
島
か
ら

始
ま
っ
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
総

称
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
姉
妹
版
が
九

州
オ
ル
レ
で
す
。
現
在
、
20
コ
ー
ス
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
上
に
目

印
の
青
と
赤
の
リ
ボ
ン
や
進
路
を
指
す

木
製
の
矢
印
が
あ
り
、
迷
わ
ず
に
ゴ
ー

ル
を
目
指
せ
ま
す
。

　

久
留
米
・
高
良
山
コ
ー
ス
は
、
Ｊ
Ｒ

久
留
米
大
学
前
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
、
久

留
米
森
林
つ
つ
じ
公
園
や
高
良
大
社
、

王
子
池
な
ど
を
巡
る
全
長
約
８
・
６
㎞
。

石
階
段
が
続
く
高
良
大
社
の
参
道
や
森

の
中
の
遊
歩
道
、
雲
仙
普
賢
岳
ま
で
見

渡
せ
る
高
台
か
ら
の
眺
望
な
ど
が
見
ど

こ
ろ
で
す
。
久
留
米
つ
つ
じ
や
地
域
の

皆
さ
ん
が
手
入
れ
を
し
て
い
る
桜
、
ア

ジ
サ
イ
な
ど
季
節
の
花
々
を
楽
し
め
る

の
も
魅
力
。
紅
葉
が
見
ご
ろ
と
な
る
秋

う
に
、
飼
い
主
が
分
か
る
首
輪
や
迷
子

札
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
て
く

だ
さ
い
。
飼
い
犬
に
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
鑑
札
や
予
防
注
射
済
票
の
装

着
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
安
全
と
健
康
を

守
り
避
難
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
、
ほ

か
の
避
難
者
へ
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
時
の
同
伴
避
難

　

本
年
度
か
ら
、
ペ
ッ
ト
と
屋
内
避
難

が
で
き
る
避
難
所
を
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ
ー
ク
わ
ん
ぱ
く
童
夢
館
（
御
井

町
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ジ
に

入
ら
な
い
大
型
の
動
物
や
危
険
な
特
定

動
物
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

問
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４
２
・

３
０
・
１
５
０
０
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・

１
７
８
８
）

は
、
オ
ル
レ
に
最
適
で
す
。

　

高
良
山
の
歴
史
や
自
然
を
解
説
し
な

が
ら
案
内
す
る
オ
ル
レ
ガ
イ
ド
（
有
料
）

も
お
す
す
め
。
高
良
山
を
知
り
尽
く
し

た
ガ
イ
ド
が
楽
し
く
案
内
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

問
観
光
・
国
際
課
（
☎
０
９
４
２
・
３

０
・
９
１
３
７
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・

９
７
０
７
）

首輪や迷子札を装着しましょう

普
段
か
ら

避
難
の
準
備
や
訓
練
を

秋
の
高
良
山
を

歩
い
て
楽
し
む

ペ
ッ
ト
の
安
全
と
健
康
を
守
る
飼
い
方

九
州
オ
ル
レ
（
久
留
米
・
高
良
山
コ
ー
ス
）

自然を感じながら森の中の参道を歩きます

性別にとらわれず

認め合える社会へ

　世界共通の目標である持続可能な開発目標・

S
エスディージーズ

DGs の１つにジェンダー（※）平等の実現が

あります。ジェンダー研究者の寄藤晶子さんに

聞きました。

性別による格差は残っている

　私の講義を受けている女性の学生のうち、毎

年 1人、2人は家事の手伝いや家族の介護な

どで講義を休みます。話を聞くと、兄弟がいて

も女性というだけで役割を担わされているんで

す。新型コロナの流行で、影響を受けたのは小

売業界や航空業界など女性の多い職場。さらに

別の職場への出向や離職を強いられることは女

性が多いように感じます。女子学生の就職にも

影響は出ていますね。家族や社会からの意識に

は、まだ女性に対する役割の押し付けや格差が

残っています。

仕組みから変える工夫を

　今までの意識を変えるのは、なかなか難し

いですが、この 2、3 年で学生たちの認識は

ジェンダーによる差別は間違いだという風潮

になっていると実感します。男女混合名簿や

選択制の学生服の導入など、教育の中での仕

組みづくりが進んでいることで、学生たちは

ジェンダー平等に対する気付きを得ているん

だと思います。この気付きを広げるためには、

地域の中でいろんな仕組みに関心を持ち、工

夫して変えていくことが大切です。

自分のバイアスを認識する

　誰もが、生活してきた環境などで自分の中

にバイアス（偏見）があります。大切なのは、

一人一人がこれを自覚し、絶えず自分を振り

返ること。そしていろんな人が議論し合える

環境や、受け入れていく環境を作る必要があ

ります。そのための第一歩は、無意識のうち

に刷り込まれた偏見に気づくこと。例えば男

は青色、女は赤色とイメージするのは無意識

の偏見です。男らしい、女らしいにとらわれず、

好きなものを気兼ねなく選べるような社会の

土壌ができていくと良いと思います。さまざ

まな形で大丈夫と言い合い、認め合える部分

をたくさん作っていくと、もっとみんなが生

きやすい社会になっていくと思います。

問男女平等政策課

（☎0942･30･9044、℻ 0942･30･9703）

※ ジェンダー：「男性だから、女性だから」というよ
うな社会的、文化的につくられた性差のこと

講
義
で
は
書
籍
か
ら
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
た
り
、
映
画
を
鑑
賞
し
た

り
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
考
え
ま
す

福岡女学院大学人文学部現代
文化学科の准教授。文化地理
学やジェンダー研究を担当。
久留米市男女平等政策審議
会の委員を務める。昭和 49

（1974）年生まれ

寄藤晶子さん
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